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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 32,406 △5.4 △192 ― △89 ― △15 ―
22年3月期第2四半期 34,255 △12.9 △102 ― 5 ― △43 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △2.38 ―
22年3月期第2四半期 △6.56 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 16,335 10,176 60.4 1,492.32
22年3月期 17,230 10,761 60.6 1,580.15

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  9,860百万円 22年3月期  10,440百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 15.00 15.00
23年3月期 ― ―
23年3月期 

（予想）
― 15.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 67,000 △5.7 △80 ― 100 △14.5 100 △15.3 15.13



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了いたしました。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 7,261,706株 22年3月期  7,261,706株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  654,537株 22年3月期  654,432株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 6,607,204株 22年3月期2Q 6,611,978株
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１． 当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、景気回復の兆しが一部で見られましたが、個人所得や雇用環境など

個人消費を取巻く環境は依然低迷しており、デフレ基調で推移しました。 

当社グループの中核事業である水産物卸売事業におきましても、厳しい所得環境や雇用環境から先行き不安感を背景に

消費者の生活防衛意識は強く、低価格傾向が続きました。一方、今夏は観測史上記録を更新する等の猛暑となり、海洋気

象の変化に伴う漁獲量の減少や世界的規模の需要拡大により、魚価が上昇し消費低迷を加速させました。 

このような状況の下、当社グループは、中期経営計画の最終年度として変化に即応した水産物流通の担い手に変革すべ

く邁進してまいりましたが、取巻く環境の変化が大きく、収益改善や経費削減を上回る売上減少により、売上高及び営業

利益並びに経常利益において前年同期を下回ることとなりました。尚、四半期純利益は、固定資産の譲渡による特別利益

の計上により、前年同期に比べ損失の軽減となりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は32,406百万円（前年同期比5.4％減）、営業損失は192百万円（前年

同期 営業損失102百万円）、経常損失は89百万円（前年同期 経常利益5百万円）、四半期純損失は15百万円（前年同

期 四半期純損失43百万円）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（水産物卸売事業） 

売上高は26,898百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ995百万円（△3.6％）の減収となり、営業損失も111百

万円と前第２四半期連結累計期間に比べ45百万円（前年同期 営業損失66百万円）の減益となりました。 

（水産物販売事業） 

売上高は5,380百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ835百万円(△13.4％)の減収となり、営業損失も103百万

円と前第２四半期連結累計期間に比べ42百万円（前年同期 営業損失60百万円）の減益となりました。 

（不動産等賃貸事業） 

売上高は８百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ０百万円(△8.9％)の減収となりましたが、営業利益は21百万

円と前第２四半期連結累計期間に比べ０百万円（2.9％）の増益となりました。 

（運送事業） 

売上高は119百万円と前第２四半期連結累計期間に比べ17百万円(△12.5％)の減収となり、営業利益も２百万円と前

第２四半期連結累計期間に比べ１百万円（△35.9％）の減益となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、16,335 百万円と前連結会計年度末に比べ894 百万円減少しました。こ

の主な要因は、投資有価証券の時価評価等による減少917百万円によるものであります。 

負債は、6,158百万円と前連結会計年度末に比べ309百万円減少しました。この主な要因は、繰延税金負債の減少315百

万円によるものであります。 

純資産は、10,176 百万円と前連結会計年度末に比べ 584 百万円減少しました。この主な要因は、利益剰余金の減少 114

百万円及びその他有価証券評価差額金の減少465百万円によるものであります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は2,883百万円と前連結会計年度末に比べ86百万円の減少となりま

した。 

営業活動によるキャッシュ・フローにおいては 248 百万円の支出となりました。この主な要因は、たな卸資産の増加額

260百万円によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローにおいては 316 百万円の収入となりました。この主な要因は、有形固定資産の売却

による収入343百万円によるものであります。 

財務活動によるキャッシュ・フローにおいては 154 百万円の支出となりました。この主な要因は、リース債務の返済に

よる支出54百万円及び配当金の支払額99百万円によるものであります。 

 
（３）連結業績予想に関する定性的情報 

業績予想につきましては、平成22年10月29日に公表いたしました数値から変更はございません。なお、今回発表の１

株当たり予想当期純利益の計算は、当第２四半期連結会計期間末の期中平均株式数によっております。 
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２． その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、

前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して算定する方法によっております。 

 

２．棚卸資産の評価方法 

四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を基礎とし

て合理的な方法により算定する方法によっております。 

 

３．固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっており

ます。 

 

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業損失および経常損失は、それぞれ0百万円増加し、税金等調整前四

半期純利益は24百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は38百万円

であります。 

 

２．企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連

結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の

一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業

結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を

適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,890 2,976

受取手形及び売掛金 4,027 4,030

有価証券 50 －

商品及び製品 1,069 808

繰延税金資産 95 95

その他 199 170

貸倒引当金 △590 △603

流動資産合計 7,741 7,478

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,191 1,317

土地 771 787

リース資産（純額） 184 223

その他（純額） 126 147

有形固定資産合計 2,273 2,475

無形固定資産   

ソフトウエア 127 127

その他 10 10

無形固定資産合計 138 138

投資その他の資産   

投資有価証券 5,936 6,853

長期貸付金 16 13

破産更生債権等 847 896

繰延税金資産 77 91

その他 53 62

貸倒引当金 △749 △779

投資その他の資産合計 6,181 7,137

固定資産合計 8,594 9,751

資産合計 16,335 17,230
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,163 3,157

未払法人税等 46 7

引当金 179 189

その他 418 460

流動負債合計 3,807 3,815

固定負債   

退職給付引当金 781 782

役員退職慰労引当金 144 130

資産除去債務 29 －

繰延税金負債 1,049 1,365

その他 345 375

固定負債合計 2,351 2,653

負債合計 6,158 6,468

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,541 1,541

資本剰余金 402 402

利益剰余金 6,325 6,440

自己株式 △366 △366

株主資本合計 7,904 8,018

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,955 2,421

評価・換算差額等合計 1,955 2,421

少数株主持分 316 321

純資産合計 10,176 10,761

負債純資産合計 16,335 17,230
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 34,255 32,406

売上原価 32,084 30,344

売上総利益 2,170 2,062

販売費及び一般管理費 2,273 2,254

営業損失（△） △102 △192

営業外収益   

受取利息 2 6

受取配当金 75 83

負ののれん償却額 1 －

その他 30 13

営業外収益合計 109 103

営業外費用   

支払利息 0 1

その他 0 0

営業外費用合計 0 1

経常利益又は経常損失（△） 5 △89

特別利益   

固定資産売却益 0 294

貸倒引当金戻入額 98 49

負ののれん発生益 － 0

その他 － 1

特別利益合計 98 345

特別損失   

固定資産売却損 － 55

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 10 80

貸倒引当金繰入額 0 －

役員退職慰労金 2 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23

特別損失合計 13 159

税金等調整前四半期純利益 90 95

法人税、住民税及び事業税 5 97

法人税等調整額 105 17

法人税等合計 110 115

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △19

少数株主利益又は少数株主損失（△） 22 △3

四半期純損失（△） △43 △15
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 90 95

減価償却費 148 146

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 23

負ののれん償却額 △1 －

負ののれん発生益 － △0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △95 △42

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △46 14

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2 △0

受取利息及び受取配当金 △77 △89

支払利息 0 1

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △238

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 10 80

売上債権の増減額（△は増加） 19 51

たな卸資産の増減額（△は増加） 173 △260

仕入債務の増減額（△は減少） △253 5

未払消費税等の増減額（△は減少） △3 △4

その他 22 △36

小計 △26 △263

利息及び配当金の受取額 67 77

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △13 △61

営業活動によるキャッシュ・フロー 27 △248

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △55 △13

有形固定資産の売却による収入 2 343

無形固定資産の取得による支出 △109 △17

投資有価証券の取得による支出 △22 △395

投資有価証券の売却による収入 2 2

投資有価証券の償還による収入 － 395

貸付けによる支出 △11 △7

貸付金の回収による収入 81 3

その他の支出 △0 △1

その他の収入 9 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △101 316
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △70 －

長期借入金の返済による支出 △63 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △98 △99

少数株主への配当金の支払額 △0 △0

リース債務の返済による支出 △66 △54

財務活動によるキャッシュ・フロー △299 △154

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △373 △86

現金及び現金同等物の期首残高 2,526 2,969

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,152 2,883

横浜丸魚㈱（8045）平成23年3月期　第2四半期決算短信

- 8 -



 

 

 
 

（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

（セグメント情報等） 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日）       （単位：百万円） 

 
水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業

不動産等

賃貸事業

その他 

の事業 
計 

消去又 

は全社 
連結 

売上高        

(1)外部顧客に対する売

上高 
27,893 6,216 8 136 34,255 － 34,255 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高  
1,684 38 45 104 1,872 (1,872) － 

   計 29,577 6,254 54 241 36,127 (1,872) 34,255 

営業利益（又は営業損失

（△）） 
△66 △60 20 4 △102 (0) △102 

（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各区分の事業内容 

(1)水産物卸売事業………中央卸売市場及び地方卸売市場における販売事業 

(2)水産物販売事業………中央卸売市場以外における販売事業 

(3)不動産等賃貸事業……流通センター等の賃貸事業 

(4)その他の事業…………水産物運送等の事業 

 

【所在地別セグメント情報】 
前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在しないため、所在地別セグメント情報は記載しておりません。 

 

【海外売上高】 
前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

当社グループは、海外売上高がないため記載しておりません。 

 

 【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、中央卸売市場における水産物卸売事業を中核事業とし、量販店及び外食産業等への水産物販売事業、流

通センター等の不動産等賃貸事業、更に運送事業について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがいまして、当社は、水産物卸売業を基礎とした流通・サービス別のセグメントから構成されており「水産

物卸売事業」、「水産物販売事業」、「不動産等賃貸事業」及び「運送事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「水産物卸売事業」は、中央卸売市場及び地方卸売市場において、水産物の卸売を行っております。「水産物販

売事業」は、中央卸売市場等から仕入れた水産物を、量販店及び外食産業等へ販売を行っております。「不動産等

賃貸事業」は、流通センター等の賃貸を行っております。「運送事業」は、水産物の運送等を行っております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）          （単位：百万円） 

 

 

 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業

不動産等

賃貸事業
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 26,898 5,380 8 119 32,406 － 32,406 

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高  
1,720 58 45 106 1,930 △1,930 － 

計 28,618 5,439 53 226 34,337 △1,930 32,406 

セグメント利益又は損失

（△） 
△111 △103 21 2 △191 △1 △192 

（注）１．セグメント利益の調整額△１百万円は、セグメント間取引消去０百万円及び棚卸資産の未実現利益△１百万

円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平成 21 年３月

27 日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号 平成 20 年３月

21日）を適用しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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